
ハイチ大地震から一年 
一年たっても復興が思うように進まない厳しい現状が 

２０１１年１月１１日の毎日新聞朝刊に掲載されました。 

 

○○○○テントテントテントテント生活生活生活生活がががが続続続続くくくく８０８０８０８０万人万人万人万人    

テント村の定着化を避けるため政府は食料配給をストップ。

しかし住民には行き場も仕事もないのが現状。 

ＮＧＯが食料を届けても争奪戦になってしまう。 

○○○○コレラコレラコレラコレラのののの蔓延蔓延蔓延蔓延（（（（２２２２,,,,３３３３年年年年はははは続続続続くくくく？）？）？）？）    
死者3,500人以上、感染者は17万人に達しようとしている。    
○○○○６６６６割割割割のののの国民国民国民国民はははは読読読読みみみみ書書書書きができないきができないきができないきができない    

広報資料が読まれず根拠のないうわさに影響される。 

国連の部隊がコレラの感染源という話も。 

○○○○大統領選挙大統領選挙大統領選挙大統領選挙( 2010年11月) でのでのでのでの政府政府政府政府のののの不正不正不正不正    
暴動が起きかねない状況にＮＧＯも復興プロジェクトを延期 

○○○○人口人口人口人口のののの８８８８割割割割がががが一日一日一日一日２２２２ドルドルドルドル以下以下以下以下でででで暮暮暮暮らすらすらすらす中南米中南米中南米中南米でもでもでもでも最貧国最貧国最貧国最貧国    

貧しさゆえに犯罪も多い 

○○○○独裁政権独裁政権独裁政権独裁政権ととととクーデタークーデタークーデタークーデターがががが繰繰繰繰りりりり返返返返されされされされ国際的信用国際的信用国際的信用国際的信用がががが低低低低いいいい    

過去の援助金の使途が不透明なこともあり国際社会からの援

助金が当初表明されたものの６割程度にとどまる。 

 

様々な状況が重なり合い、国連やアメリカが中心に援助が行

われてきたがうまくいっていないのが現状だ。 

（国際社会から既に１０００億円以上が拠出されている。） 
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このプロジェクトは、様々な問題を払拭し、 

 被災地の人々に希望を与える活動を同じカリブの島国セントルシアから発信するものです。 
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なぜなぜなぜなぜセントルシアセントルシアセントルシアセントルシアなのでしょうかなのでしょうかなのでしょうかなのでしょうか？？？？    
 もちろん当団体で以前から支援してきたこともありますが、いくつかの理由があります。セン

トルシアも貧しい国ですので、多額の援助金を出すようなことは出来ませんが被災した人々を勇

気付けることはできます。 

 

①①①①同同同同じじじじカリブカリブカリブカリブのののの島国島国島国島国でででで、、、、パトアパトアパトアパトア語語語語をををを話話話話すすすす同同同同じじじじ民族民族民族民族であるであるであるである    

②②②②世界一世界一世界一世界一ののののジャズフェスティバルジャズフェスティバルジャズフェスティバルジャズフェスティバルがががが行行行行われるわれるわれるわれる音楽音楽音楽音楽のののの国国国国    
（ジャズはもともと黒人霊歌から端を発する） 

 

２０１０年、ハイチ地震の後にセントルシアを訪れた際、 

 通訳通訳通訳通訳のののの派遣派遣派遣派遣    音楽音楽音楽音楽をををを通通通通したしたしたした犠牲者犠牲者犠牲者犠牲者のののの慰霊慰霊慰霊慰霊とととと被災者被災者被災者被災者をををを応援応援応援応援するするするする活動活動活動活動を政府に提案 
       ⇒好意的に受け止められたもののすぐに実行に移すには至らなかった 
 

そしてもうひとつ大きな理由が出来ました。 

③③③③ハリケーンハリケーンハリケーンハリケーンのののの被害被害被害被害にににに見舞見舞見舞見舞われるわれるわれるわれる    
２０１０年１２月 セントルシアではハリケーンが３０時間も停滞し大惨事となり、被害の規模

は自力での復興が不可能な程でした。（残念ながら国際社会の理解も支援も全く足りません） 

    ・ダムの決壊による洪水 

    ・主要輸出品であるバナナ栽培が壊滅 

    ・建物の倒壊、道路の陥没 

    ・観光シーズンに入る直前でこちらも大きな痛手 

被害は金額にして40億円を超えるほどだとのことです。（人口16万人の国には大変な額です。） 

セントルシアでは本当に大変な状況で政府も頭をかかえていました。そこで、改めて 

『国が困難な状況にあるからこそ、より悲惨な立場のハイチの人々を 

支援するプロジェクトを行うことが、自分の国を救うことにもなる』 
とこのプロジェクトを提案しました。 

主張したのは次のようなことです。 

○○○○同同同同じようにじようにじようにじように苦苦苦苦しいしいしいしい立場立場立場立場になったからこそになったからこそになったからこそになったからこそハイチハイチハイチハイチのののの人人人人々々々々をよりをよりをよりをより勇気付勇気付勇気付勇気付けられるけられるけられるけられる    

○○○○このこのこのこの活動活動活動活動をすることでをすることでをすることでをすることでセントルシアセントルシアセントルシアセントルシアのののの現状現状現状現状もももも国際社会国際社会国際社会国際社会にににに広広広広くくくく伝伝伝伝わるわるわるわる    

○○○○セントルシアセントルシアセントルシアセントルシアのののの有望有望有望有望なななな青年青年青年青年たちをたちをたちをたちを派遣派遣派遣派遣すればすればすればすればボランティアボランティアボランティアボランティアをををを通通通通してしてしてして教育教育教育教育されされされされ、、、、将来国将来国将来国将来国

をををを担担担担うううう人材人材人材人材がががが育育育育つつつつ    

    

このプロジェクトを行えば、大地震大地震大地震大地震のののの犠牲者犠牲者犠牲者犠牲者をををを慰霊慰霊慰霊慰霊し、希望の見えない状況にあるだろ

う被災者被災者被災者被災者をををを勇気付勇気付勇気付勇気付けけけけ、復興復興復興復興のののの足足足足がかりがかりがかりがかりを作ることが出来ると考えています。 

ハイチ 

セントルシア 



２０１０年１２月７日～１２日 

現地の被害状況を確認に訪れたセントルシアでこのプロジェクトの提案を行う。 

８日 厚生大臣キース・モンディジア氏 

    ハイチ支援、水のプロジェクトについて話をする 

 

   観光省事務次官タイタス・プレビル氏 

    １月に首相に提案したプラン（ハイチ支援）も含めて再度提案し 

    大臣に報告してくださることを約束 

 

９日 マザー・テレサの映画上映会（アンセラレイにて） 

    青年たちにハイチ支援への協力を呼びかける 

    Ｂｏｙｓ，ｂｅ ａｍｂｉｔｉａｓ ｉｎ Ｃｈｒｉｓｔ！ 

    （志を持つことで将来が変わると訴える） 

 

10日 農林大臣エゼキエル・ジョセフ氏 
    ハリケーンによる被害の状況を確認するとともにハイチ支援のプランを伝える 

   副首相スパイダー・モントット氏 

    プロジェクトの責任者を担当するよう首相から要請されたことを確認 

 

   音楽センター講師ポリウス氏（昨年のジャズフェスティバルに参加） 

    現地のボランティアの青年リーダーとともに打ち合わせ 

 

 

現在ＯＥＣＳ（東カリブ海諸国機構）に計画を 

提案中とのことです。セントルシア政府がどこ 

まで活動してくれるかが重要ですが、出来る限 

り後押しをしていきます。 

皆様からの暖かい応援をお願い致します。 

⇒ 
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ＬＬＬＬifeifeifeifeＦＦＦＦorumorumorumorumＪＪＪＪapanapanapanapan    セントルシアセントルシアセントルシアセントルシア支援活動支援活動支援活動支援活動のののの経緯経緯経緯経緯    

 
２００７年 ボランティア団体セントルシアフレンズのお誘いを 

 ８月   受け理事長がはじめてセントルシアを訪問 

      ・ハリケーン被災地支援 

      ・孤児院訪問（①） 

      ・マザー・テレサ映画上映会（②） 

 

 １２月  教育プログラム サッカー振興などを支援 

      ・キング首相(当時)と面会 
 

２００８年 青少年健全育成のためのセミナー開催（③） 

 １２月  （セントルシアフレンズに協力して） 

 

２００９年 犯罪防止会議F.A.I.T.H（法務省傘下の現地ＮＧＯ）に 
 ４月   協力してスポーツ指導者に人格教育の方法を学んでも 

      らうセミナーを開催（④） 

 

２０１０年 ハイチ支援の提案 

 １月   ・応援歌を作成する 

 

 １２月  ハリケーンの支援とハイチ支援の再提案 

 

 

 

セントルシア発展のために必要な活動は？ 
①国を導くリーダーの育成 

 貧しい国に共通の問題として優秀な人材ほど海外に出て行ってしまうということが

あります。国の発展のために尽くすリーダーになるような人材育成は重要です。 

 

②家庭倫理の教育 

 この国の抱える大きな問題として、母子家庭が全体のなんと８５％を占めていると

いうことがあります。これはキリスト教(カトリック)の信仰が厚い国であることが影響
しています。独身であることが尊重されるで、子供がいても結婚しないという悪い伝

統が出来てしまっているのです。子供たちの将来を守るためにも改善が必要です。 

 

③産業の育成 

 セントルシアにはこれといった特産品がありません。バナナを輸出していますが、

それも今回のハリケーンで壊滅的な打撃を受けました。外貨収入を観光に頼っている

現状なので、国内の産業を育てる必要を感じています。 

（養殖業などを候補として考えています。） 
 

 

 

(２０１１年２月１日 ＬＦＪ事務局 石 ) 
 

① 

② 

③ 

④ 


